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令和３年度共助による地域防災力強化総合支援業務
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ハザードマップ
• 土地の成り立ちや災害の素因となる

地形・地盤の特徴により、台風、大雨などの

浸水想定、土砂災害危険個所、

地震の震度想定、液状化の想定、そして

避難場所などの防災地理情報が記されている

地図。

• 行政機関によって作成されるモノ













地域のみなさんへ
防災意識の向上を図るために
○防災講座

○避難経路の確認 DIG （災害図上訓練）

○避難所の運営について知る HUG（避難所運営ゲーム）

○避難者カードの作成

○防災マップづくり

○避難訓練の実施



○防災講座
防災について,わかりやすく、防災クイズも入れ

ながら地域防災力を高める。



○避難経路の確認
DIG （災害図上訓練）の実施

Disaster（災害）Imagination（想像）Game（ゲーム）

・地図上にハザードマップと照らし合わせて、避難について考え、安全な避難経路を実際
に地図上に記入してみます。



○避難所の運営について知る
HUG（避難所運営ゲーム）の実施

Ｈ（hinanzyo避難所）、Ｕ（unei運営）、Ｇ（gameゲーム）の頭文字を

取ったもので、英語で「抱きしめる」という意味です。避難所運営を考
えるためのひとつのアプローチとして静岡県が開発したものです。

避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを、避難所となる
体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる様
々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲームです。



○避難者カードの作成
住民ひとり一人がどこに避難するか自ら記入す

るカードづくり



○防災マップづくり
地域の災害時に必要ないモノやコトを調べ、

避難の時の重要な情報源とする

・1回目 まち歩き





○避難訓練
地域住民自ら災害を想定して避難訓練の実施


